
(57)【要約】

【課題】天板主体１とこれを囲う額縁状の外枠とから成

るコンロ用天板であって、外枠の構成要素となる前後左

右の各枠体２ａを、天板用支持体Ｂに着座する外側のス

カート部２１とその内縁部から下方にのびる垂下壁部２

２とを有する形状に形成し、これら枠体を端縁同士を突

き合せた状態で連結することにより外枠を組み立てるも

のにおいて、枠体同士がスカート部における上下方向の

段差を生じずに体裁良く連結されるようにする。

【解決手段】枠体２ａ同士の突き合せ部にコーナ金具３

１ を設け、コーナ金具３１ を両枠体の垂下壁部２２の下

端に螺子４止めすることにより両枠体を連結する。各枠

体２ａのスカート部２１の内面にコーナ金具３１ に対す

る係合部２６を形成し、係合部２６にコーナ金具３１ を

係合させることで各枠体２ａのスカート部２１が上下方

向に位置決めされるようにする。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
天 板 主 体 と 、 天 板 主 体 を 囲 う 額 縁 状 の 外 枠 と で 構 成 さ れ る コ ン ロ 用 天 板 で あ っ て 、
外 枠 の 構 成 要 素 と な る 横 方 向 に 長 手 の 前 後 一 対 の 横 枠 体 と 、 前 後 方 向 に 長 手 の 左 右 一 対 の
縦 枠 体 と を 、 夫 々 コ ン ロ 用 天 板 を 支 持 す る 天 板 用 支 持 体 に 着 座 す る 外 側 の ス カ ー ト 部 と 、
ス カ ー ト 部 の 内 縁 部 か ら 下 方 に の び る 垂 下 壁 部 と を 有 す る 形 状 に 形 成 し 、 各 横 枠 体 の 左 右
の 各 端 縁 に 各 縦 枠 体 の 前 後 の 各 端 縁 を 突 き 合 せ た 状 態 で 各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 と を 連 結 す る
こ と に よ り 外 枠 を 組 み 立 て る も の に お い て 、
各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 と の 突 き 合 せ 部 に 夫 々 コ ー ナ 金 具 を 設 け 、 コ ー ナ 金 具 を 横 枠 体 と 縦 枠
体 と に 跨 ら せ て 両 枠 体 の 垂 下 壁 部 の 下 端 に 螺 子 止 め す る こ と に よ り 両 枠 体 を 連 結 す る と 共
に 、
各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 の ス カ ー ト 部 の 内 面 に コ ー ナ 金 具 に 対 す る 係 合 部 を 形 成 し 、 係 合 部 に
コ ー ナ 金 具 を 係 合 さ せ る こ と で 横 枠 体 と 縦 枠 体 の ス カ ー ト 部 が 上 下 方 向 に 位 置 決 め さ れ る
よ う に す る こ と を 特 徴 と す る コ ン ロ 用 天 板 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の コ ン ロ 用 天 板 で あ っ て 、 各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 と を 押 出 し 成 形 材 で 形 成 す
る も の に お い て 、
各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 の 垂 下 壁 部 を 下 方 に 開 口 す る 溝 部 を 有 す る 形 状 に 形 成 し 、 コ ー ナ 金 具
の 固 定 螺 子 の 径 を 溝 部 の 溝 幅 よ り 若 干 大 き く し て 、 固 定 螺 子 を 溝 部 に 強 制 的 に ね じ 込 む こ
と を 特 徴 と す る コ ン ロ 用 天 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 天 板 主 体 と 天 板 主 体 を 囲 う 額 縁 状 の 外 枠 と で 構 成 さ れ る コ ン ロ 用 天 板 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 天 板 主 体 を 化 粧 耐 熱 ガ ラ ス や 化 粧 琺 瑯 板 等 の 装 飾 性 の 高 い 板 で 構 成 す る コ ン ロ 用 天
板 は 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 天 板 で は 、 天 板 主 体 の 周 縁 部 を 保 護 す る た め 、 天 板 主 体 を
囲 う 額 縁 状 の 外 枠 を 設 け て 、 天 板 用 の 支 持 体 （ ド ロ ッ プ イ ン 式 コ ン ロ で は カ ウ ン タ ト ッ プ
、 卓 上 式 コ ン ロ で は コ ン ロ 本 体 ） に 天 板 を 外 枠 に お い て 着 座 さ せ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
外 枠 は 、 横 方 向 に 長 手 の 前 後 一 対 の 横 枠 体 と 、 前 後 方 向 に 長 手 の 左 右 一 対 の 縦 枠 体 と を 構
成 要 素 と し 、 各 横 枠 体 の 左 右 の 各 端 部 に 各 縦 枠 体 の 前 後 の 各 端 部 を 突 き 合 せ た 状 態 で 各 横
枠 体 と 各 縦 枠 体 と を 連 結 す る こ と に よ り 組 み 立 て ら れ て い る 。 こ こ で 、 各 横 枠 体 と 各 縦 枠
体 と は 、 夫 々 天 板 用 の 支 持 体 に 着 座 す る 外 側 の ス カ ー ト 部 と 、 ス カ ー ト 部 の 内 縁 部 か ら 下
方 に の び る 垂 下 壁 部 と 、 垂 下 壁 部 の 下 縁 か ら 内 方 に 張 り 出 す 天 板 主 体 の 受 け 部 と を 有 す る
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 横 枠 体 と 縦 枠 体 と の 一 方 の 枠 体 の 受 け 部 の 端 縁 に 雄 形 の
嵌 め 合 せ 部 、 他 方 の 枠 体 の 受 け 部 の 端 縁 に 雌 形 の 嵌 め 合 せ 部 を 形 成 し 、 雌 形 の 嵌 め 合 せ 部
に 雄 形 の 嵌 め 合 せ 部 を 圧 入 す る こ と に よ り 横 枠 体 と 縦 枠 体 と を 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ３ ９ ４ ６ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ０ ４ 、 図 １ 、 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 例 の も の で は 、 横 枠 体 と 縦 枠 体 と が 内 方 の 受 け 部 で の 嵌 め 合 せ に よ り 連 結 さ れ る
た め 、 外 方 の ス カ ー ト 部 に は 嵌 め 合 せ に よ る 拘 束 力 が 左 程 作 用 し な く な る 。 そ の 結 果 、 横
枠 体 と 縦 枠 体 と の 突 き 合 せ 部 に お い て 両 枠 体 の ス カ ー ト 部 に 上 下 方 向 の 段 差 を 生 じ 、 天 板
の 体 裁 が 損 な わ れ る こ と が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み 、 横 枠 体 と 縦 枠 体 と の 突 き 合 せ 部 に お け る ス カ ー ト 部 の 段 差 の
発 生 を 防 止 し 得 る よ う に し た 体 裁 の 良 好 な コ ン ロ 用 天 板 を 提 供 す る こ と を そ の 課 題 と し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 天 板 主 体 と 、 天 板 主 体 を 囲 う 額 縁 状 の 外 枠 と で 構 成 さ れ る コ ン ロ 用 天 板 で あ っ
て 、 外 枠 の 構 成 要 素 と な る 横 方 向 に 長 手 の 前 後 一 対 の 横 枠 体 と 、 前 後 方 向 に 長 手 の 左 右 一
対 の 縦 枠 体 と を 、 夫 々 コ ン ロ 用 天 板 を 支 持 す る 天 板 用 支 持 体 に 着 座 す る 外 側 の ス カ ー ト 部
と 、 ス カ ー ト 部 の 内 縁 部 か ら 下 方 に の び る 垂 下 壁 部 と を 有 す る 形 状 に 形 成 し 、 各 横 枠 体 の
左 右 の 各 端 縁 に 各 縦 枠 体 の 前 後 の 各 端 縁 を 突 き 合 せ た 状 態 で 各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 と を 連 結
す る こ と に よ り 外 枠 を 組 み 立 て る も の に お い て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 各 横 枠 体 と
各 縦 枠 体 と の 突 き 合 せ 部 に 夫 々 コ ー ナ 金 具 を 設 け 、 コ ー ナ 金 具 を 横 枠 体 と 縦 枠 体 と に 跨 ら
せ て 両 枠 体 の 垂 下 壁 部 の 下 端 に 螺 子 止 め す る こ と に よ り 両 枠 体 を 連 結 す る と 共 に 、 各 横 枠
体 と 各 縦 枠 体 の ス カ ー ト 部 の 内 面 に コ ー ナ 金 具 に 対 す る 係 合 部 を 形 成 し 、 係 合 部 に コ ー ナ
金 具 を 係 合 さ せ る こ と で 横 枠 体 と 縦 枠 体 の ス カ ー ト 部 が 上 下 方 向 に 位 置 決 め さ れ る よ う に
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 コ ー ナ 金 具 に よ り 係 合 部 を 介 し て 横 枠 体 と 縦 枠 体 の ス カ ー ト 部 が 上
下 方 向 に 位 置 決 め さ れ る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 横 枠 体 と 縦 枠 体 と の 突 き 合 せ 部 に お い て
両 枠 体 の ス カ ー ト 部 に 上 下 方 向 の 段 差 は 発 生 せ ず 、 天 板 の 体 裁 が 良 好 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
と こ ろ で 、 各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 と を ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 金 属 材 料 の 押 出 し 成 形 材 で 形 成
す る 場 合 、 各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 の 垂 下 壁 部 に コ ー ナ 金 具 の 固 定 螺 子 用 の 螺 子 孔 を 後 加 工 で
形 成 し た の で は 、 コ ス ト が 高 く な る 。 こ の 場 合 、 各 横 枠 体 と 各 縦 枠 体 の 垂 下 壁 部 を 下 方 に
開 口 す る 溝 部 を 有 す る 形 状 に 形 成 し 、 コ ー ナ 金 具 の 固 定 螺 子 の 径 を 溝 部 の 溝 幅 よ り 若 干 大
き く し て 、 固 定 螺 子 を 溝 部 に 強 制 的 に ね じ 込 む よ う に す れ ば 、 螺 子 孔 の 加 工 が 不 要 に な り
、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 、 図 ２ は 、 カ ウ ン タ ト ッ プ Ａ に コ ン ロ 本 体 Ｂ を 落 と し 込 む よ う に し て 配 置 す る （ 図 ３
参 照 ） ド ロ ッ プ イ ン 式 の グ リ ル 付 き ガ ス コ ン ロ 用 の 天 板 を 示 し て い る 。 こ の 天 板 は 、 耐 熱
ガ ラ ス か ら 成 る 天 板 主 体 １ と 、 天 板 主 体 １ を 囲 う 外 枠 ２ と で 構 成 さ れ て い る 。 天 板 主 体 １
に は 、 コ ン ロ 本 体 Ｂ に 設 け る ３ 個 の バ ー ナ （ 図 示 省 略 ） を 夫 々 臨 ま せ る ３ 個 の 開 口 部 １ １
， １ ２ ． １ ３ が 開 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
外 枠 ２ は 、 横 方 向 に 長 手 の 前 後 一 対 の 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ と 、 前 後 方 向 に 長 手 の 左 右 一 対 の
縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と 、 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ と の 間 に グ リ ル 用 の 排 気 口 の 配 置 ス ペ ー ス を 画 成
す る 横 方 向 に 長 手 の 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ と で 構 成 さ れ て い る 。 各 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２
ｄ ， ２ ｅ は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 押 出 し 成 形 材 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 側 の 横 枠 体 ２ ａ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 天 板 用 の 支 持 体 た る カ ウ ン タ ト ッ プ Ａ に 着 座 す
る 外 側 の ス カ ー ト 部 ２ １ を 備 え て い る 。 ス カ ー ト 部 ２ １ は 、 外 方 に 向 か っ て 下 方 に 湾 曲 す
る 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 外 縁 部 下 端 に お い て カ ウ ン タ ト ッ プ Ａ に 着 座 す る 。 前
側 の 横 枠 体 ２ ａ は 、 更 に 、 ス カ ー ト 部 ２ １ の 内 縁 部 か ら 下 方 に の び る 垂 下 壁 部 ２ ２ と 、 垂
下 壁 部 ２ ２ の 下 縁 か ら 内 方 に 張 り 出 す 天 板 主 体 １ 用 の 受 け 部 ２ ３ と 、 ス カ ー ト 部 ２ １ の 内
縁 部 か ら 更 に 内 方 に 張 り 出 す 天 板 主 体 １ 用 の 押 え 部 ２ ４ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 垂 下 壁
部 ２ ２ は 、 下 方 に 開 口 す る 溝 部 ２ ２ ａ を 有 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 左 右 の 縦 枠
体 ２ ｃ ， ２ ｄ は 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と 同 一 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 図 １ 、 図 ２ に お い
て 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ に 対 し 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と 同 一 の 部 分 に 上 記 と 同 一 の 符 号 を 付
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し て い る 。 尚 、 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 後 部 の グ リ ル 用 排 気 口 の 配 置 ス ペ ー ス に 合 致 す る 部
分 で は 、 受 け 部 ２ ３ と 押 え 部 ２ ４ と が 後 加 工 で 切 除 さ れ て い る 。 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ は 、 前
側 の 横 枠 体 ２ ａ か ら ス カ ー ト 部 ２ １ を 除 去 し た 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 垂 下 壁 部 ２ ２
と 受 け 部 ２ ３ と 押 え 部 ２ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ は 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と 同 様 に ス カ ー ト 部 ２ １ と 垂 下 壁 部 ２ ２ と を 有 す
る が 、 押 え 部 ２ ４ は 無 く 、 ま た 、 垂 下 壁 部 ２ ２ の 下 縁 か ら 受 け 部 ２ ３ よ り も 長 く 内 方 に 張
り 出 す 水 平 板 部 ２ ５ を 有 し て お り 、 水 平 板 部 ２ ５ に 後 加 工 で グ リ ル の 排 気 ダ ク ト を 臨 ま せ
る 開 口 部 ２ ５ ａ を 開 設 し て い る 。 ま た 、 前 後 の 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２
ｄ の ス カ ー ト 部 ２ １ の 内 面 に は 後 記 詳 述 す る 突 条 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
天 板 主 体 １ の 周 縁 に は 、 全 周 に 亘 っ て 断 面 略 コ 字 状 の パ ッ キ ン １ ４ が 装 着 さ れ て い る 。 そ
し て 、 天 板 主 体 １ の 前 縁 部 が 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 受 け 部 ２ ３ と 押 え 部 ２ ４ と の 間 に パ ッ キ
ン １ ４ を 介 し て 挟 み 込 ま れ 、 ま た 、 天 板 主 体 １ の 左 右 の 側 縁 部 が 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ
の 受 け 部 ２ ３ と 押 え 部 ２ ４ と の 間 に パ ッ キ ン １ ４ を 介 し て 挟 み 込 ま れ 、 更 に 、 天 板 主 体 １
の 後 縁 部 が 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ の 受 け 部 ２ ３ と 押 え 部 ２ ４ と の 間 に パ ッ キ ン １ ４ を 介 し て 挟
み 込 ま れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
外 枠 ２ の 組 み 立 て に 際 し て は 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 斜 め に カ ッ ト さ れ た 左 右 の 各 端 縁 に 左
右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 斜 め に カ ッ ト さ れ た 前 端 縁 を 突 き 合 わ せ た 状 態 で 前 側 の 横 枠 体
２ ａ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と を 左 右 一 対 の 第 １ コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ １ に よ り 連 結 す る
。 ま た 、 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ の 左 右 の 各 端 縁 を 左 右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 後 部 内 側 面 に 突
き 合 わ せ た 状 態 で 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と を 左 右 一 対 の 第 ２ コ ー ナ
金 具 ３ ２ ， ３ ２ に よ り 連 結 し 、 更 に 、 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ の 斜 め に カ ッ ト さ れ た 左 右 の 各 端
縁 に 左 右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 斜 め に カ ッ ト さ れ た 後 端 縁 を 突 き 合 わ せ た 状 態 で 後 側 の
横 枠 体 ２ ｂ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と を 左 右 一 対 の 第 ３ コ ー ナ 金 具 ３ ３ ， ３ ３ に よ り 連
結 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ の 形 状 は 基 本 的 に 直 角 二 等 辺 三 角 形 で あ る が 、 第 １ と 第 ３
の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ で は 、 直 角 に 交 わ る ２ つ の 斜 辺 ３ ａ ， ３ ａ の 底 辺 寄 り の 部 分 が
段 差 ３ ｂ を 境 に し て 内 方 に オ フ セ ッ ト さ れ て い る 。 そ し て 、 各 第 １ コ ー ナ 金 具 ３ １ に 、 図
４ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 内 方 に オ フ セ ッ ト し た 斜 辺 部 分 に 位 置 さ せ て 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の
垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 と 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 と に 夫 々 当 接 す る 立 上 り
部 ３ １ ， ３ １ を 曲 成 す る と 共 に 、 立 上 り 部 ３ １ ， ３ １ の 若 干 内 側 に 位 置 す る 固 定 孔 ３ ２ ，
３ ２ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 各 第 ３ コ ー ナ 金 具 ３ ３ に も 同 様 に 、 内 方 に オ フ セ ッ ト し た 斜
辺 部 分 に 位 置 さ せ て 、 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 と 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 垂
下 壁 部 ２ ２ の 外 面 と に 夫 々 当 接 す る 立 上 り 部 を 曲 成 す る と 共 に 、 立 上 り 部 の 若 干 内 側 に 位
置 す る 固 定 孔 を 形 成 し て い る 。 各 第 ２ コ ー ナ 金 具 ３ ２ に は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 如 く 、 直 角
に 交 わ る ２ つ の 斜 辺 ３ ａ ， ３ ａ に 位 置 さ せ て 、 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 と
各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 と に 夫 々 当 接 す る 立 上 り 部 ３ １ ， ３ １ が 曲 成 さ
れ る と 共 に 、 立 上 り 部 ３ １ ， ３ １ の 若 干 内 側 に 位 置 す る 固 定 孔 ３ ２ ， ３ ２ が 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ し て 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 左 右 の 各 端 縁 に 左 右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 前 端 縁 を 突 き 合
わ せ た 状 態 で 、 各 第 １ コ ー ナ 金 具 ３ １ を そ の 一 対 の 固 定 孔 ３ ２ ， ３ ２ に 挿 通 す る 一 対 の 固
定 螺 子 ４ ， ４ で 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 下 端 と 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 垂 下 壁 部
２ ２ の 下 端 と に 螺 子 止 め す る こ と に よ り 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と 左 右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ
と が 連 結 さ れ る 。 ま た 、 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ の 左 右 の 各 端 縁 を 左 右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の
後 部 内 側 面 に 突 き 合 わ せ た 状 態 で 、 各 第 ２ コ ー ナ 金 具 ３ ２ を そ の 一 対 の 固 定 孔 ３ ２ ， ３ ２
に 挿 通 す る 一 対 の 固 定 螺 子 ４ ， ４ で 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 下 端 と 各 縦 枠 体 ２
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ｃ ， ２ ｄ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 下 端 と に 螺 子 止 め す る こ と に よ り 、 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ と 左 右 の
各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と が 連 結 さ れ る 。 同 様 に 、 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ の 左 右 の 各 端 縁 に 左 右 の
各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 後 端 縁 を 突 き 合 わ せ た 状 態 で 、 各 第 ３ コ ー ナ 金 具 ３ ３ を そ の 一 対 の
固 定 孔 に 挿 通 す る 一 対 の 固 定 螺 子 ４ ， ４ で 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 下 端 と 各 縦
枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 下 端 と に 螺 子 止 め す る こ と に よ り 、 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ と
各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ こ で 、 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ の 固 定 螺 子 ４ は 、 各 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ
， ２ ｅ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 溝 部 ２ ２ ａ に ね じ 込 ま れ る よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 固 定 螺 子 ４
の 径 を 溝 部 ２ ２ ａ の 溝 幅 よ り も 若 干 大 き く し 、 固 定 螺 子 ４ を 溝 部 ２ ２ ａ に そ の 溝 壁 を 切 り
な が ら 強 制 的 に ね じ 込 む よ う に し て い る 。 尚 、 垂 下 壁 部 ２ ２ に 固 定 螺 子 ４ 用 の 螺 子 孔 を 後
加 工 で 形 成 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 枠 体 の 突 き 合 せ 端 か ら の 螺 子 孔 の 距 離 を 正 確 に 管 理
し な い と 、 枠 体 同 士 を う ま く 連 結 で き な い 。 そ の た め 、 螺 子 孔 の 加 工 に は 手 間 が 掛 か り 、
コ ス ト ア ッ プ の 要 因 に な る 。 一 方 、 本 実 施 形 態 で は 、 枠 体 同 士 を 突 き 合 せ た 状 態 で コ ー ナ
金 具 ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ の 固 定 孔 ３ ２ に 合 致 す る 溝 部 ２ ２ ａ の 部 分 に 固 定 螺 子 ４ を 謂 わ ば 成
り 行 き で ね じ 込 む だ け で 、 枠 体 同 士 を 良 好 に 連 結 で き る 。 そ し て 、 螺 子 孔 の 加 工 が 不 要 に
な る た め 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 前 後 の 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の ス カ ー ト 部 ２ １ の 外 縁 部 内 面
に は 、 内 方 に 突 出 す る 突 条 ２ ６ が 形 成 さ れ 、 こ の 突 条 ２ ６ に 、 内 方 に 開 口 す る ス リ ッ ト 状
の 係 合 溝 ２ ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 係 合 溝 ２ ６ ａ に 、 第 １ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具
３ １ ， ３ ３ の 直 角 に 交 わ る 斜 辺 ３ ａ の 部 分 が 嵌 め 込 ま れ る よ う に し て い る 。 か く し て 、 突
条 ２ ６ が コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ に 対 す る 係 合 部 と し て 機 能 し 、 ス カ ー ト 部 ２ １ が コ ー ナ 金
具 ３ １ ， ３ ３ に よ り 突 条 ２ ６ を 介 し て 上 下 方 向 に 位 置 決 め さ れ る 。 そ の 結 果 、 各 横 枠 体 ２
ａ ， ２ ｂ と 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と の 突 き 合 せ 部 に お い て 両 枠 体 の ス カ ー ト 部 ２ １ ， ２ １ に
上 下 方 向 の 段 差 が 発 生 す る こ と が 確 実 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 第 １ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ に 立 上 り 部 ３ １ が 形 成 さ れ て い な け れ ば 、 各 横
枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ の 端 縁 と 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の 端 縁 と が 突 き 合 う よ う に こ れ ら 枠 体 を 仮 組
み し た 状 態 で 、 第 １ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ を 各 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ と 各 縦 枠 体 ２
ｃ ， ２ ｄ と の 突 き 合 せ コ ー ナ 部 に 向 け て 対 角 方 向 内 方 か ら ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 第
１ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ の 斜 辺 ３ ａ を 係 合 溝 ２ ６ ａ に 差 し 込 む こ と が で き る 。
然 し 、 本 実 施 形 態 の よ う に 第 １ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ に 立 上 り 部 ３ １ が 形 成 さ
れ て い る と 、 立 上 り 部 ３ １ が 邪 魔 に な っ て 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ の 斜 辺 ３ ａ を 係 合 溝 ２
６ ａ に 差 し 込 む こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ こ で 、 こ の 場 合 は 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 左 右 の 各 端 部 に 、 予 め 第 １ コ ー ナ 金 具 ３ １ を 、
そ の 一 方 の 立 上 り 部 ３ １ を 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 に 沿 わ せ た 状 態 で 、 一
方 の 斜 辺 ３ ａ が 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 係 合 溝 ２ ６ ａ に 挿 入 さ れ る よ う に 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ
の 長 手 方 向 外 方 か ら ス ラ イ ド さ せ て 装 着 し て お き 、 こ の 状 態 で 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ 、 ２ ｄ の
前 端 間 に 前 方 か ら 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ を 組 み 付 け る 。 こ の 際 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ の 左 右 の 各
端 部 に 装 着 さ れ て い る 第 １ コ ー ナ 金 具 ３ １ の 他 方 の 立 上 り 部 ３ １ を 各 縦 枠 体 ２ ｃ 、 ２ ｄ の
垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 に 沿 わ せ た 状 態 で 第 １ コ ー ナ 金 具 ３ １ の 他 方 の 斜 辺 ３ ａ が 各 縦 枠 体 ２
ｃ 、 ２ ｄ の 係 合 溝 ２ ６ ａ に 前 方 か ら ス ラ イ ド し て 挿 入 さ れ る よ う に す る 。 ま た 、 後 側 の 横
枠 体 ２ ｂ の 左 右 の 各 端 部 に 第 ３ コ ー ナ 金 具 ３ ３ を 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と 同 様 の 要 領 で 装 着 し
、 こ の 状 態 で 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ 、 ２ ｄ の 後 端 間 に 後 方 か ら 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ を 組 み 付 け 、
第 ３ コ ー ナ 金 具 ３ ３ の 立 上 り 部 ３ １ を 各 縦 枠 体 ２ ｃ 、 ２ ｄ の 垂 下 壁 部 ２ ２ の 外 面 に 沿 わ せ
た 状 態 で 第 ３ コ ー ナ 金 具 ３ ３ の 斜 辺 ３ ａ が 各 縦 枠 体 ２ ｃ 、 ２ ｄ の 係 合 溝 ２ ６ ａ に 後 方 か ら
ス ラ イ ド し て 挿 入 さ れ る よ う に す る 。 か く し て 、 立 上 り 部 ３ １ が 形 成 さ れ て い て も 、 第 １
と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ の 斜 辺 ３ ａ を 前 後 の 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ と 左 右 の 縦 枠 体 ２
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ｃ ， ２ ｄ の 係 合 溝 ２ ６ ａ に 差 し 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ 及 び 図 ７ は コ ン ロ 用 天 板 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 第 ２ 実 施 形 態 の 基 本 的 な 構
成 は 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 部 材 に 上 記 と 同 一 の 符 号 を 付
し て い る 。 第 １ 実 施 形 態 と 相 違 す る の は 、 前 後 の 各 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ 及 び 左 右 の 各 縦 枠 体
２ ｃ ， ２ ｄ の ス カ ー ト 部 ２ １ と 第 １ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ と の 係 合 の さ せ 方 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
即 ち 、 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 前 後 の 各 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ 及 び 左 右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ の ス
カ ー ト 部 ２ １ の 外 縁 部 内 面 に 形 成 す る 突 条 ２ ６ に 、 第 １ 実 施 形 態 の よ う な 係 合 溝 ２ ６ ａ は
形 成 さ れ て い な い 。 一 方 、 第 １ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ の 斜 辺 ３ ａ の 中 央 部 分 に
は 、 突 条 ２ ６ の 上 面 に 係 合 す る 爪 部 ３ ３ が 曲 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 爪 部 ３ ３ と そ の 両 脇
の 斜 辺 部 分 と で 突 条 ２ ６ を 上 下 か ら 挟 む よ う に し て 、 突 条 ２ ６ と コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ と
を 係 合 さ せ て い る 。 こ の も の で も 、 ス カ ー ト 部 ２ １ が コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ に よ り 係 合 部
た る 突 条 ２ ６ を 介 し て 上 下 方 向 に 位 置 決 め さ れ 、 各 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ と 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２
ｄ と の 突 き 合 せ 部 に お い て 両 枠 体 の ス カ ー ト 部 ２ １ ， ２ １ に 上 下 方 向 の 段 差 が 発 生 す る こ
と が 確 実 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 上 記 第 １ と 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と 仕
切 り 用 枠 体 ２ ｅ と に 受 け 部 ２ ３ を 形 成 し て 、 こ れ ら 受 け 部 ２ ３ に よ り 天 板 主 体 １ を パ ッ キ
ン １ ４ を 介 し て 全 周 に 亘 っ て 支 持 す る よ う に し た が 、 受 け 部 ２ ３ を 除 去 し 、 図 ８ に 示 す 第
３ 実 施 形 態 の よ う に 、 天 板 主 体 １ を そ の 四 隅 の 各 角 部 に お い て パ ッ キ ン １ ４ を 介 し て 第 １
と 第 ２ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ２ で 支 持 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
更 に 、 天 板 主 体 １ の 周 縁 に パ ッ キ ン １ ４ を 装 着 せ ず に 、 図 ９ に 示 す 第 ４ 実 施 形 態 の よ う に
、 天 板 主 体 １ の 周 縁 部 を シ リ コ ン ゴ ム 等 の コ ー キ ン グ 剤 １ ５ に よ っ て 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と
左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ と に 接 着 固 定 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 前 側 の
横 枠 体 ２ ａ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ 及 び 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ は 、 押 え 部 ２ ４ を 除 去 し た 形
状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
尚 、 第 ３ と 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 前 後 の 各 横 枠 体 ２ ａ ， ２ ｂ 及 び 左 右 の 各 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２
ｄ の ス カ ー ト 部 ２ １ と 第 １ と 第 ３ の 各 コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ と の 係 合 方 式 と し て 、 ス カ ー
ト 部 ２ １ の 内 面 の 突 条 ２ ６ に 形 成 し た 係 合 溝 ２ ６ ａ に コ ー ナ 金 具 ３ １ ， ３ ３ を 嵌 め 込 む 第
１ 実 施 形 態 の 方 式 を 採 用 し て い る が 、 ス カ ー ト 部 ２ １ の 内 面 の 突 条 ２ ６ を コ ー ナ 金 具 ３ １

， ３ ３ に 形 成 し た 爪 部 ３ ３ で 上 下 か ら 挟 む 第 ２ 実 施 形 態 の 方 式 を 採 用 す る こ と も 勿 論 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 天 板 主 体 １ の 後 方 に グ リ ル 用 排 気 口 の 配 置 ス ペ ー ス を 画 成 す る
た め 、 天 板 主 体 １ の 後 縁 に 沿 わ せ て 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ を 設 け て い る が 、 グ リ ル の 無 い コ ン
ロ 用 の 天 板 で は 、 仕 切 り 用 枠 体 ２ ｅ は 不 要 で あ る 。 こ の 場 合 は 、 後 側 の 横 枠 体 ２ ｂ を 前 側
の 横 枠 体 ２ ａ と 同 一 形 状 に 形 成 し て 、 天 板 主 体 １ の 後 縁 に 沿 わ せ て 配 置 し 、 こ の 横 枠 体 ２
ｂ と 前 側 の 横 枠 体 ２ ａ と 左 右 の 縦 枠 体 ２ ｃ ， ２ ｄ と で 外 枠 ２ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 、 ド ロ ッ プ イ ン 式 の ガ ス コ ン ロ 用 天 板 に 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た
が 、 エ ネ ル ギ ー 源 を 電 気 と す る 電 気 コ ン ロ 用 の 天 板 に も 、 ま た 、 卓 上 式 の コ ン ロ 用 天 板 に
も 同 様 に 本 発 明 を 適 用 で き る 。 尚 、 卓 上 式 コ ン ロ で は 、 外 枠 の ス カ ー ト 部 を 天 板 用 支 持 体
た る コ ン ロ 本 体 に 着 座 す る よ う に 形 成 す る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 天 板 主 体 １ を ガ ラ
ス 製 と し た が 、 化 粧 琺 瑯 板 等 の ガ ラ ス 以 外 の 材 料 で 天 板 主 体 を 形 成 す る 場 合 に も 同 様 に 本
発 明 を 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 天 板 の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 天 板 の 裏 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ ― Ｉ Ｉ Ｉ 線 で 切 断 し た 拡 大 断 面 図 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） 第 １ コ ー ナ 金 具 の 斜 視 図 、 （ ｂ ） 第 ２ コ ー ナ 金 具 の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｖ ― Ｖ 線 で 切 断 し た 拡 大 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 天 板 の 裏 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｖ Ｉ Ｉ ― Ｖ Ｉ Ｉ 線 で 切 断 し た 拡 大 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 天 板 の 要 部 の 拡 大 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 天 板 の 要 部 の 拡 大 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ … カ ウ ン タ ト ッ プ （ 天 板 用 支 持 体 ） 、 １ … 天 板 主 体 、 ２ … 外 枠 、 ２ ａ … 前 側 の 横 枠 体 、
２ ｂ … 後 側 の 横 枠 体 、 ２ ｃ ， ２ ｄ … 左 右 の 縦 枠 体 、 ２ １ … ス カ ー ト 部 、 ２ ２ … 垂 下 壁 部 、
２ ２ ａ … 溝 部 、 ２ ６ … 突 条 （ 係 合 部 ） 、 ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ … コ ー ナ 金 具 、 ３ ａ … コ ー ナ 金
具 の 斜 辺 （ 係 合 部 に 対 す る コ ー ナ 金 具 の 係 合 箇 所 ） 、 ４ … 固 定 螺 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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